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横浜市政の充実へ、全力の論戦

■ 地域の防犯対策へ自治会町内会に２０万円を補助
　公明党の要望を受けて導入する緊急補助金について、副
市長より支援のメニューを細かく限定せず、幅広く柔軟に
対応できるようにするとともに、スピード感を持って交付
できるよう簡便な手続とするとの答弁がありました。

■ 音声案内付きのハザードマップ導入へ！
　公明党の提案で新たに導入される、視覚障害者向け
の「音声案内ができるハザードマップ」について、市
長より、アプリではＧＰＳ機能で現在地の災害リスク
を音声で取得することができ、災害発生時には、避難
所の開設情報も音声で確認でき、的確な避難行動につ
ながることが期待されるとの答弁がありました。

■ 若者が将来に希望を描ける支援を！
質問：これまで繰り返し、若者が結婚などの希望を叶えられるよう、また結婚や
子育てに前向きなイメージが描けるよう、支援の充実を訴えてきました。
副市長答弁：７年度新たに若者向けのライフデザイン支援を実施します。若い世
代が、早い段階から将来の自分に具体的なイメージを持てることが重要で、高校
生や大学生世代に向け、就職・結婚・
子育て等に関する情報提供と、自
身のライフプランを描く契機とな
るセミナーを開催します。

　3 月 18 日、公明党市議団を代表して７年度予算案に対
する連合審査会に登壇し、１７項目３３問にわたり市長・
副市長をはじめ各局長の見解を質し、それぞれ施策の前進・
充実につながる前向きな答弁を頂きました。以下、抜粋し
てご報告します。
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